
 

 

読み聞かせ会 ｽﾍﾟｼｬﾙ 

と き： ９月１４日 (水)  

AM10:30 ～ 11:15 

ところ： 花矢図書館 児童室 

                  ～～おすすめ図書～～  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

                           

 

 

                            

                                                                                                                            

                                  

                                

 

                                

                               

                    

                   

                               

                    

                           

                               

 

                

            

                   

                 

 

★ 新着図書  

一 般 書 

・戦地の図書館 ―海を越えた一億四千万冊― 

・迷わない人は、うまくいく。 

・真珠湾と太平洋戦争 －真珠湾攻撃 75年目の真実― 

・気くばりのすすめ、三十四年目 

・なぜ、国際教養大学はすごいのか 

・ライザップごはん 

・水彩画これ一冊でぼかしとにじみがわかる！ 

・ジニのパズル  直木賞候補作      （崔 実） 

・ストレンジャー・イン・パラダイス   （小路 幸也） 

・帰郷                  （浅田 次郎） 

・横浜１９６３              (伊東 潤) 

・家族のシナリオ           (小野寺 史宣) 

・伯爵夫人               (蓮實 重彦) 

・海の見える理髪店  芥川賞作      (荻原 浩) 

・縁は異なもの             (松井 今朝子) 

・晩秋の陰画 (ネガフィルム)     （山本 一力） 

・真贋                 （今野 敏） 

・ポーラースター －ゲバラ覚醒―    （海堂 尊） 

・希望荘              （宮部 みゆき） 

                     ほか 

 児 童 書 

・自分の顔が好きですか？ －「顔」の心理学 

・月の満ちかけえほん 

・机の上の植物園（ぼくの自然観察記） 

・読書感想文書き方ドリル 

・お話 せなかのともだち     

・お話 魔女バジルと黒い魔法 

・お話 三年一組、春野先生       

・絵本 いちにちこんちゅう 

・絵本 おたのしみじどうはんばいき 

・紙芝居 おうさまのひげ          ほか 

一般書   老いも病も受け入れよう  

             瀬戸内 寂聴 著 

88 歳、脊椎圧迫骨折で入院中に見つかった

胆のうがん。そして、次々押し寄せる病。半年

間寝こんだものの、復活した寂聴さんのパワー

はどこからくるのか。泣くほどの痛みに耐えた

闘病生活。老いも病も受入れ、今もなお書き続

けています。 

 
絵 本  ぺんぎんたいそう   

 齋藤 槙 さく 

   ペンギンたいそう はじめるよ  いきを

すって～はいて～ くびをのばして～ちぢめ

て～ さあ、あなたもいっしょに絵本をみなが

ら～ は・じ・め・る・よ～ 

 

大館市立花矢図書館   

Tel・Fax 0186-46-1557  

火～金 ： ９：００～１９：００ 

土 ・日 ： ９：００～１７：００ 

 

今月の展示コーナー 

大人  心も体も      

    リフレッシュしましょ！ 

児童  お つ き さ ま 

 

秋  ｢読み聞かせ｣はじめてみませんか 

 子どもを寝かし付ける前の 10分間、読み聞かせ

を習慣にしているご家庭もあるのでは。かけがえの

ない大切な時間ですね。  

「いつ読み聞かせをするのか」「何を読ませたらい

いのか」「同じ本ばかり読んでいて･･･」といろいろ

悩みはあるようです。 

読書アドバイザーの富安さんは「子どもにも好み

があり、出会うタイミングもあります。読んだ冊数

ではなく、どれだけ楽しめたかではないでしょうか。 

 読み聞かせは勉強ではありません。子どもたちは

本の内容や、時間、場所、空気、ぬくもり、眼差し

など、すべてを楽しんでいます」と！   

市内図書館 参考本   

子どもが夢中になる絵本の読み聞かせ方 

   子どもと一緒に読みたい絵本 

   小学校での読み聞かせｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ 

 きょうの絵本あしたの絵本 他多数あります 


